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(57)【要約】
　本出願はタッチスクリーン干渉抑制方法および装置な
らびに端末デバイスを提供する。方法においては、タッ
チスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タ
ッチスクリーンに広帯域干渉信号が存在するかどうかが
検出され、広帯域干渉信号が存在するとき、フィルタユ
ニットの検出帯域幅が小さくされ、より小さな検出帯域
幅を使用することによって捕捉された広帯域干渉信号強
度が比較的小さく、これはタッチサンプリング信号に対
する広帯域干渉信号の影響を減らし、したがってタッチ
されていないタッチスクリーンの干渉耐性を改善するこ
とができる。加えて実施形態は、帯域通過フィルタの検
出帯域幅が、タッチサンプリング信号に対する広帯域干
渉信号の影響を減らすために小さくされる方法を提供す
る。この方法は、タッチ閾値判定値を大きくすることを
必要とせず、タッチスクリーンのタッチ感度を保証する
ことができ、広帯域干渉信号を抑制することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーン干渉抑制方法であって、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリーンの受信
電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するステップと、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通
過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするステップ
とを含む、方法。
【請求項２】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するかどうかを
検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの現在の動作周波数において前記受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検
出するステップと、
　前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在することが
検出されるとき、前記タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において前記受
信された信号内に前記干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記タッチスクリーンのす
べての予め設定された動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在す
ることが検出されるとき、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号
内に前記広帯域干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数において前記受信された信号
内に前記干渉信号が存在することが検出されるとき、前記受信電極上の前記受信された信
号内に狭帯域干渉信号が存在すると判定するステップと、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数を前記干渉信号が存在しない予め設定さ
れた動作周波数に調整するステップとをさらに含む請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在するかど
うかを検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号の変動振幅がタッチ閾値
判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値未満であることが検出され
るとき、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあると判定するステップ
と、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数における前記受信電極上の前記受信され
た信号の前記変動振幅が第1の閾値以上であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記第1の閾値以上であることが検出されるとき
、前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数において前記受信電極上の前記受信され
た信号内に前記干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在するかど
うかを検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数における前記受信電極上の前記受信され
た信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上であることが検出され
るとき、前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッ
チスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えるかどうかを判定するステップと、
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　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッチスク
リーン上の面積の前記量が前記予め設定された量を超えるとき、前記受信された信号内に
前記干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　タッチスクリーン干渉抑制装置であって、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリーンの受信
電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成さ
れた干渉信号検出ユニットと、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通
過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするように構
成された検出帯域幅調整ユニットとを含む、装置。
【請求項７】
　前記干渉信号検出ユニットが、
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの現在の動作周波数において前記受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検
出するように構成された第1の干渉信号検出ユニットと、
　前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在することが
検出されるとき、前記タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において前記受
信された信号内に前記干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成された第2の干
渉信号検出ユニットと、
　前記タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波数において前記受信された信
号内に前記干渉信号が存在することが検出されるとき、前記タッチスクリーンの前記受信
電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在すると判定するように構成さ
れた第1の判定ユニットとを含む請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　前記タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数の前記受信された信号内に前
記干渉信号が存在することが検出されるとき、前記受信電極上の前記受信された信号内に
狭帯域干渉信号が存在すると判定するように構成された第2の判定ユニットと、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記狭帯域干渉信号が存在することが検出さ
れるとき、前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数を前記干渉信号が存在しない予
め設定された動作周波数に調整するように構成された周波数調整ユニットとをさらに含む
請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記第1の干渉信号検出ユニットが、
　前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号の変動振幅がタッチ閾値
判定値未満であるかどうかを検出するように構成されたタッチスクリーンステータス検出
ユニットと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値未満であることが検出され
るとき、前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数における前記受信された信号の前
記変動振幅が第1の閾値以上であるかどうかを検出するように構成された干渉信号検出サ
ブユニットと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記第1の閾値以上であることが検出されるとき
、前記現在の動作周波数において前記干渉信号が存在すると判定するように構成された第
1の判定サブユニットとを含む請求項7に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第1の干渉信号検出ユニットが、
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するように構成され
たタッチスクリーンステータス検出ユニットと、
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　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上であることが検出され
るとき、前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッ
チスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えるかどうかを判定するように構成さ
れた第1の判断ユニットと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッチスク
リーン上の面積の前記量が前記予め設定された量を超えるとき、前記受信された信号内に
前記干渉信号が存在すると判定するように構成された第2の判定サブユニットとを含む請
求項7に記載の装置。
【請求項１１】
　タッチスクリーンと、パルス生成回路と、増幅器と、アナログデジタルコンバータと、
プロセッサとを含む端末デバイスであって、前記パルス生成回路の出力端が、前記タッチ
スクリーンの駆動電極に接続され、前記増幅器の入力端が、前記タッチスクリーンの受信
電極に接続され、前記アナログデジタルコンバータの入力端が、前記増幅器の出力端に接
続され、前記アナログデジタルコンバータの出力端が、前記プロセッサに接続され、
　前記パルス生成回路が、前記タッチスクリーンが動作するために必要とされるパルス信
号を生成し、前記タッチスクリーンの前記駆動電極を使用することによって前記パルス信
号を送出するように構成され、
　前記タッチスクリーンの前記受信電極が、受信された信号を受信するように構成され、
前記受信された信号が、前記パルス信号を含み、
　前記増幅器が、前記受信された信号を増幅するように構成され、
　前記アナログデジタルコンバータが、前記受信された信号に対してアナログデジタル変
換を実行するように構成され、
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記
受信電極上の前記受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記
受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィ
ルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするように構成され
る、端末デバイス。
【請求項１２】
　前記パルス生成回路、前記増幅器、前記アナログデジタルコンバータ、および前記プロ
セッサが、1つのチップに統合される請求項11に記載の端末デバイス。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、CPUまたはコントローラである請求項11または12に記載の端末デバ
イス。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出
するように構成されることが、
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記タッチスクリーンの現在の動作周波数において前記受信された信号内に干渉信号が存
在するかどうかを検出し、
　前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在することが
検出されるとき、前記タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において前記受
信された信号内に前記干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記タッチスクリーンのす
べての予め設定された動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在す
ることが検出されるとき、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号
内に前記広帯域干渉信号が存在すると判定するように構成されることを含む請求項11に記
載の端末デバイス。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉
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信号が存在するかどうかを検出するように構成されることが、
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出し、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上であることが検出され
るとき、前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッ
チスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えるかどうかを判定し、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッチスク
リーン上の面積の前記量が前記予め設定された量を超えるとき、前記受信された信号内に
前記干渉信号が存在すると判定することを含む請求項14に記載の端末デバイス。
【請求項１６】
　タッチスクリーンを有するモバイル電話、またはタブレットである請求項11から15のい
ずれか一項に記載の端末デバイス。
【請求項１７】
　プロセッサによって実行され得るプログラムコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒
体であって、前記プログラムコードが、前記プロセッサが以下の動作を実行すること、つ
まり、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリーンの受信
電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通
過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくすることを可
能にする、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチスクリーンテクノロジーの分野に関し、特に、タッチスクリーン干渉
抑制方法および装置、ならびに端末デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチスクリーンテクノロジーの発達によって、タッチスクリーンは、ますます敏感に
なる。より敏感なタッチスクリーンは、タッチスクリーン上の雑音信号のより大きな影響
を示し、したがって、タッチスクリーンの干渉耐性(interference immunity)のより高い
要件を示す。
【０００３】
　既存のタッチスクリーンの干渉防止策においては、雑音信号に関して、タッチスクリー
ン上の干渉信号の影響を減らすために、一般に、周波数ホッピングの方法またはタッチ判
断閾値を大きくする方法が使用される。2つの干渉防止方法は、具体的には、以下の通り
である。
【０００４】
　周波数ホッピングの方法においては、一般的に、タッチスクリーンの動作周波数のグル
ープが、予め設定される。タッチスクリーンが動作しているとき、現在の動作周波数に干
渉信号が存在するかどうかが、検出される。干渉信号が存在する場合、タッチスクリーン
の動作周波数が、別の予め設定された周波数に調整される。しかし、干渉信号がタッチス
クリーンの動作周波数帯域全体に存在するとき、つまり、広帯域干渉信号が存在するとき
には、どの周波数にホップしても、タッチスクリーンは干渉環境において動作し、つまり
、広帯域干渉信号は抑制され得ない。
【０００５】
　タッチ判断閾値を大きくする方法においては、一般的に、タッチ判断閾値が大きくされ
、その結果、干渉信号がタッチスクリーン上のタッチアクションをトリガし得ない。しか
し、この干渉防止方法は、タッチ感度を下げ、スタイラスまたはグローブのタッチ機能の
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感度を大きく下げる可能性があり、スタイラスまたはタッチグローブの故障の現象を引き
起こす可能性さえある。
【０００６】
　要するに、既存のタッチスクリーン干渉防止方法は、広帯域干渉信号を効果的に抑制す
ることができない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、既存のタッチスクリーン干渉防止策において広帯域干渉信号がう
まく抑制されない問題を解決するためのタッチスクリーン干渉抑制方法および装置、なら
びに端末デバイスを提供する。
【０００８】
　上述の技術的な問題を解決するために、本発明の実施形態は、以下の技術的な解決策を
開示する。
【０００９】
　第1の態様によれば、本発明の実施形態は、タッチスクリーン干渉抑制方法を提供し、
方法は、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの受信電極
(receive electrode)上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出
するステップと、
　受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィルタの
検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするステップとを含む。
【００１０】
　第1の態様に関連して、第1の態様の第1のあり得る実装方法においては、タッチスクリ
ーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの受信電極上の受信された
信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するステップが、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの現在の動
作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出するステップと
、
　現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されると
き、タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在するかどうかを検出し、タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波
数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されるとき、タッチスクリ
ーンの受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在すると判定するステップと
を含む。
【００１１】
　第1の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第1の態様の第2のあり得る実装方法に
おいては、方法は、
　タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在することが検出されるとき、受信電極上の受信された信号内に狭帯域干渉信号
が存在すると判定するステップと、
　タッチスクリーンの現在の動作周波数を干渉信号が存在しない予め設定された動作周波
数に調整するステップとをさらに含む。
【００１２】
　第1の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第1の態様の第3のあり得る実装方法に
おいては、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの
現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出するス
テップが、
　タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号の変動振幅(fluctuation amplitude)
がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
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　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であることが検出されるとき、タッ
チスクリーンがタッチされていない状態にあると判定するステップと、
　タッチスクリーンの現在の動作周波数における受信電極上の受信された信号の変動振幅
が第1の閾値以上であるかどうかを検出するステップと、
　受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上であることが検出されるとき、タッチスク
リーンの現在の動作周波数において受信電極上の受信された信号内に干渉信号が存在する
と判定するステップとを含む。
【００１３】
　第1の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第1の態様の第4のあり得る実装方法に
おいては、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの
現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出するス
テップが、
　タッチスクリーンの現在の動作周波数における受信電極上の受信された信号の変動振幅
がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であることが検出されるとき、受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予
め設定された量を超えるかどうかを判定するステップと、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の
量が予め設定された量を超えるとき、受信された信号内に干渉信号が存在すると判定する
ステップとを含む。
【００１４】
　第2の態様によれば、本発明の実施形態は、タッチスクリーン干渉抑制装置を提供し、
装置は、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの受信電極
上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成された
干渉信号検出ユニットと、
　受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィルタの
検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするように構成された検出
帯域幅調整ユニットとを含む。
【００１５】
　第2の態様に関連して、第2の態様の第1のあり得る実装方法においては、干渉信号検出
ユニットが、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの現在の動
作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成
された第1の干渉信号検出ユニットと、
　現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されると
き、タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在するかどうかを検出するように構成された第2の干渉信号検出ユニットと、
　タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波数において受信された信号内に干
渉信号が存在することが検出されるとき、タッチスクリーンの受信電極上の受信された信
号内に広帯域干渉信号が存在すると判定するように構成された第1の判定ユニットとを含
む。
【００１６】
　第2の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第2の態様の第2のあり得る実装方法に
おいては、装置が、
　タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数の受信された信号内に干渉信号が
存在することが検出されるとき、受信電極上の受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在
すると判定するように構成された第2の判定ユニットと、
　受信電極上の受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在することが検出されるとき、タ
ッチスクリーンの現在の動作周波数を干渉信号が存在しない予め設定された動作周波数に
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調整するように構成された周波数調整ユニットとをさらに含む。
【００１７】
　第2の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第2の態様の第3のあり得る実装方法に
おいては、第1の干渉信号検出ユニットが、
　タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満で
あるかどうかを検出するように構成されたタッチスクリーンステータス検出ユニットと、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であることが検出されるとき、タッ
チスクリーンの現在の動作周波数における受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上で
あるかどうかを検出するように構成された干渉信号検出サブユニットと、
　受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上であることが検出されるとき、現在の動作
周波数において干渉信号が存在すると判定するように構成された第1の判定サブユニット
とを含む。
【００１８】
　第2の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第2の態様の第4のあり得る実装方法に
おいては、第1の干渉信号検出ユニットが、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの現在の動
作周波数において、タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号の変動振幅がタッチ
閾値判定値未満であるかどうかを検出するように構成されたタッチスクリーンステータス
検出ユニットと、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であることが検出されるとき、受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予
め設定された量を超えるかどうかを判定するように構成された第1の判断ユニットと、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の
量が予め設定された量を超えるとき、受信された信号内に干渉信号が存在すると判定する
ように構成された第2の判定サブユニットとを含む。
【００１９】
　第3の態様によれば、本発明の実施形態は、タッチスクリーンと、パルス生成回路と、
増幅器と、アナログデジタルコンバータと、プロセッサとを含む端末デバイスを提供し、
パルス生成回路の出力端が、タッチスクリーンの駆動電極(drive electrode)に接続され
、増幅器の入力端が、タッチスクリーンの受信電極に接続され、アナログデジタルコンバ
ータの入力端が、増幅器の出力端に接続され、アナログデジタルコンバータの出力端が、
プロセッサに接続され、
　パルス生成回路が、タッチスクリーンが動作するために必要とされるパルス信号を生成
し、タッチスクリーンの駆動電極を使用することによってパルス信号を送出するように構
成され、
　タッチスクリーンの受信電極が、受信された信号を受信するように構成され、前記受信
された信号が、パルス信号を含み、
　増幅器が、受信された信号を増幅するように構成され、
　アナログデジタルコンバータが、受信された信号に対してアナログデジタル変換を実行
するように構成され、
　プロセッサが、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、受信電極上の
受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、受信電極上の受信され
た信号内に広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィルタの検出帯域幅を第1の検出
帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするように構成される。
【００２０】
　第3の態様に関連して、第3の態様の第1のあり得る実装方法においては、パルス生成回
路、増幅器、アナログデジタルコンバータ、およびプロセッサが、1つのチップに統合さ
れる。
【００２１】
　第3の態様または第3の態様の第1のあり得る実装方法に関連して、第3の態様の第2のあ
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り得る実装方法においては、プロセッサが、CPUまたはコントローラである。
【００２２】
　第3の態様に関連して、第3の態様の第3のあり得る実装方法においては、プロセッサが
、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、受信電極上の受信された信号
内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成されることが、
　プロセッサが、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリ
ーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出
し、
　現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されると
き、タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在するかどうかを検出し、タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波
数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されるときまで、タッチス
クリーンの受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在すると判定するように
構成されることを含む。
【００２３】
　第3の態様の第3のあり得る実装方法に関連して、第3の態様の第4のあり得る実装方法に
おいては、プロセッサが、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッ
チスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどう
かを検出するように構成されることが、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの現在の動
作周波数において、タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号の変動振幅がタッチ
閾値判定値未満であるかどうかを検出し、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であることが検出されるとき、受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予
め設定された量を超えるかどうかを判定し、
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の
量が予め設定された量を超えるとき、受信された信号内に干渉信号が存在すると判定する
ことを含む。
【００２４】
　第3の態様と、第3の態様の第1のあり得る実装方法から第3の態様の第4のあり得る実装
方法までのいずれか1つとに関連して、第3の態様の第5のあり得る実装方法においては、
端末デバイスが、タッチスクリーンを有するモバイル電話、またはタブレットである。
【００２５】
　第4の態様によれば、本発明の実施形態は、コンピュータ可読ストレージ媒体を提供し
、プロセッサによって実行され得るプログラムコードを記憶し、プログラムコードが、プ
ロセッサが以下の動作を実行すること、つまり、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの受信電極
上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、
　受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィルタの
検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくすることを可能にする。
【００２６】
　本発明の実施形態において提供されるタッチスクリーン干渉抑制方法によれば、タッチ
スクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンに広帯域干渉信号が
存在するかどうかが検出され、広帯域干渉信号が存在するとき、フィルタユニットの検出
帯域幅が小さくされ、より小さな検出帯域幅を使用することによって捕捉された広帯域干
渉信号強度が比較的小さく、これは、タッチサンプリング信号(touch sampling signal)
に対する広帯域干渉信号の影響を減らし、タッチされていないタッチスクリーンの干渉耐
性を改善することができる。
【００２７】
　本発明の実施形態または従来技術における技術的な解決策をより明瞭に説明するために
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、以下で、実施形態または従来技術を説明するために必要とされる添付の図面を簡単に紹
介する。明らかに、当業者は、創造的な努力なしにこれらの添付の図面からその他の図面
を導き出すことがやはり可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態による端末デバイスの概略図である。
【図２】本発明の実施形態によるタッチスクリーン干渉抑制方法の概略的な流れ図である
。
【図３】図2のステップS110の概略的な流れ図である。
【図４】タッチスクリーンが干渉信号のない環境内にあるときのタッチ信号強度の概略図
である。
【図５】図4に示される信号の捕捉された信号強度の概略図である。
【図６】タッチスクリーンが広帯域干渉信号のある環境内にあるときの信号強度の概略図
である。
【図７】図6に示される信号の捕捉された信号強度の概略図である。
【図８】タッチスクリーンが狭帯域干渉信号のある環境内にあるときの信号強度の概略図
である。
【図９】周波数ホッピング中の図8に示される信号の捕捉された信号強度の概略図である
。
【図１０】本発明の実施形態による、干渉信号がタッチスクリーンに存在するかどうかを
検出する概略的な流れ図である。
【図１１】本発明の実施形態によるタッチスクリーン干渉抑制装置の概略的な構造図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　当業者に本発明の技術的な解決策をより深く理解させるために、以下で、本発明の実施
形態における技術的な解決策を本発明の実施形態において添付の図面を参照して明瞭に説
明する。明らかに、説明される実施形態は、本発明の実施形態のすべてではなく一部であ
るに過ぎない。創造的な努力なしに本発明の実施形態に基づいて当業者によって得られる
すべてのその他の実施形態は、本発明の保護範囲内に入る。
【００３０】
　図1を参照すると、図1は、本発明の実施形態による端末デバイスの概略図を示す。図1
に示されるように、端末デバイスは、タッチスクリーン1、パルス生成回路2、増幅器3、A
/Dコンバータ(アナログデジタルコンバータ)4、およびプロセッサ5を含む。タッチスクリ
ーン1は、駆動電極11および受信電極12を含む。図1に示されたタッチスクリーン1は、相
互静電容量(mutual capacitance)式タッチスクリーンである可能性がある。代替的に、タ
ッチスクリーン1は、自己静電容量(self-capacitance)式タッチスクリーン、相互静電容
量と自己静電容量とを組み合わせるタッチスクリーンなどである可能性がある。
【００３１】
　パルス生成回路2の出力端は、タッチスクリーン1の駆動電極11に接続される。増幅器3
の入力端は、タッチスクリーン1の受信電極12に接続される。A/Dコンバータ4の入力端は
、増幅器3の出力端に接続される。A/Dコンバータ4の出力端は、プロセッサ5に接続される
。パルス生成回路2のパルス信号は、高精度クロック信号を使用することによって生成さ
れる可能性がある。
【００３２】
　パルス生成回路2は、タッチスクリーン1が動作するために必要とされるパルス信号を生
成し、タッチスクリーン1の駆動電極11を使用することによってパルス信号を送出するよ
うに構成される。受信電極12は、受信された信号を取得するように構成される。タッチス
クリーン1が干渉環境内にあるとき、受信電極12上の受信された信号は、干渉信号と、駆
動電極11によって送信された受信されたパルス信号とを含む。タッチスクリーンに干渉信
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号が存在しないとき、受信電極12上の受信された信号は、駆動電極11によって送信された
パルス信号を含む。
【００３３】
　増幅器3は、受信電極12上の受信された信号を増幅するように構成される。A/Dコンバー
タ4は、増幅された受信された信号に対してアナログデジタル変換を実行して対応するデ
ジタル信号を取得するように構成される。
【００３４】
　プロセッサ5は、タッチスクリーン1がタッチされていない状態にあるとき、受信された
デジタル信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、広帯域干渉信号が存在す
るとき、(図示されていない)帯域通過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の
検出帯域幅へと小さくするように構成される。
【００３５】
　検出帯域幅は、異なる周波数の2つの信号が明瞭に区別され得る帯域幅の間の最小の差
を表す。異なる周波数の2つの信号の帯域幅が検出帯域幅よりも小さい場合、異なる周波
数の2つの信号は、重なり合っており、区別することが難しい。第1の検出帯域幅は、帯域
通過フィルタのデフォルトの検出帯域幅である可能性がある。第2の検出帯域幅は、タッ
チスクリーンの現在の動作周波数および検出された広帯域干渉信号の周波数範囲に応じて
決定され得る。
【００３６】
　好ましくは、タッチスクリーンに広帯域干渉信号が存在することが検出されるとき、タ
ッチスクリーンの動作周波数は、干渉信号が最も弱い予め設定された動作周波数に調整さ
れる可能性があり、第2の検出帯域幅は、調整後に得られた予め設定された動作周波数お
よび干渉信号の周波数に応じて決定される。
【００３７】
　帯域通過フィルタは、A/Dコンバータ4によって取得されたデジタル信号に対して帯域通
過フィルタリングを実行する。帯域通過フィルタは、バターワースフィルタなどのデジタ
ル帯域通過フィルタを使用することによって実装され得る。検出帯域幅の調整方法は、検
出帯域幅の調整を実装するための任意のあり得る方法、たとえば、線形時不変システムお
よび可変帯域幅周波数特性(variable bandwidth frequency characteristic)に基づく構
築方法である可能性がある。
【００３８】
　本発明の実施形態において、プロセッサ5は、タッチスクリーンがタッチされていない
状態にあるとき、タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在するかどうかを検出し、
　現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されると
き、タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉
信号が存在するかどうかを検出し、タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波
数において受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されるときまで、タッチス
クリーンの受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在すると判定するように
特に構成される。
【００３９】
　任意選択で、タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信
号が存在することが検出されるとき、それは、タッチスクリーンが干渉環境内にあること
を示し、タッチスクリーンのその他の予め設定された動作周波数において干渉信号が存在
するかどうかが、さらに検出され、タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波
数において干渉信号が存在する場合、タッチスクリーンに広帯域干渉信号が存在する。
【００４０】
　概して、タッチスクリーンの干渉信号は、タッチスクリーンの近くの構成要素(たとえ
ば、タッチレイヤの下のディスプレイ、スマートフォンの電源、充電電源など)によって
生成される。
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【００４１】
　任意選択で、タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数において受信された
信号内に干渉信号が存在するとき、それは、干渉信号が狭帯域干渉信号であることを示す
。この場合、タッチスクリーンの動作周波数は、干渉信号が存在しない予め設定された動
作周波数に調整され、調整後のタッチスクリーンの予め設定された動作周波数における受
信された信号は、帯域通過フィルタのデフォルトの第1の検出帯域幅を使用することによ
ってフィルタリングされる。
【００４２】
　タッチスクリーンの予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉信号が
存在しないことが検出されるとき、その他の未検出の予め設定された動作周波数において
受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出することは、もはや必要とされな
い可能性があることに留意されたい。この場合、タッチスクリーンの動作周波数は、干渉
信号が存在しない予め設定された動作周波数に調整される可能性があり、干渉信号を検出
するために使用される時間が、短縮される可能性がある。
【００４３】
　任意選択で、パルス生成回路2、増幅器3、A/Dコンバータ4、およびプロセッサ5は、1つ
のチップに統合される可能性があり、これは、タッチスクリーンの制御回路の体積を削減
することができる。
【００４４】
　プロセッサは、CPUまたはコントローラである可能性がある。
【００４５】
　この実施形態において提供されるタッチスクリーンによれば、タッチスクリーンがタッ
チされていない状態にあり、タッチスクリーンに広帯域干渉信号が存在することが検出さ
れるとき、タッチスクリーンの帯域通過フィルタの検出帯域幅が、削減される可能性があ
り、これは、タッチサンプリング信号に対する広帯域干渉信号の影響を減らし、タッチさ
れていないタッチスクリーンの干渉耐性を改善することができる。加えて、タッチスクリ
ーンの帯域通過フィルタの検出帯域幅が、タッチサンプリング信号に対する広帯域干渉信
号の影響を減らすために減らされる。この方法は、タッチ閾値判定値を大きくすることを
必要とせず、タッチスクリーンのタッチ感度を保証することができ、広帯域干渉信号を抑
制することができる。
【００４６】
　本発明は、タッチスクリーン干渉抑制方法の実施形態をさらに提供する。
【００４７】
　図2に示されるように、図2は、本発明のこの実施形態によるタッチスクリーン干渉抑制
方法の概略的な流れ図を示す。方法は、静電容量式タッチスクリーンモバイル電話などの
タッチスクリーンを有するデバイスに適用され得る。静電容量式タッチスクリーンは、自
己静電容量式タッチスクリーン、相互静電容量式タッチスクリーン、相互静電容量と自己
静電容量とを組み合わせるタッチスクリーンなどである可能性がある。
【００４８】
　方法は、以下のステップを含む。
【００４９】
　S110.タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンの受
信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、広帯域干渉
信号が存在する場合、ステップS120を実行する。
【００５０】
　本発明の実施形態においては、図3に示されるように、ステップS110が、以下のステッ
プを使用することによって実装され得る。
【００５１】
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、ステップS111において、タッ
チスクリーンの受信電極上で現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存
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在するかどうかを検出し、干渉信号が存在する場合、ステップS112を実行し、そうでない
場合、終了する。
【００５２】
　タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在する
ことが検出されるとき、ステップS112において、タッチスクリーンの次の予め設定された
動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出し、次の予め
設定された動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在する場合、ステップS1
13を実行し、そうでない場合、ステップS115を実行する。
【００５３】
　S113.タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波数が検出されたかどうかを
判定し、検出された場合、ステップS114を実行し、そうでない場合、ステップS112に戻る
。
【００５４】
　タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波数において干渉信号が存在すると
き、ステップS114において、タッチスクリーンの受信された信号内に広帯域干渉信号が存
在すると判定する。
【００５５】
　タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数において干渉信号が存在するとき
、ステップS115において、タッチスクリーンの受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在
すると判定する。
【００５６】
　任意選択で、タッチスクリーンの受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在することが
検出されるとき、タッチスクリーンの動作周波数は、干渉信号が存在しない予め設定され
た動作周波数に調整される。この場合、帯域通過フィルタの検出帯域幅は、調整されない
可能性があり、第1の検出帯域幅が、フィルタリングを実行するために引き続き使用され
る。
【００５７】
　S120.タッチスクリーンの受信された信号内に広帯域干渉信号が存在することが検出さ
れるとき、帯域通過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小
さくする。第1の検出帯域幅は、帯域通過フィルタのデフォルトの検出帯域幅である可能
性がある。
【００５８】
　帯域通過フィルタの検出帯域幅が調整された後、次の瞬間のタッチスクリーン上のタッ
チ検出のプロセスにおいて、タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号は、第2の
検出帯域幅を使用することによってフィルタリングされ、次の瞬間の受信された信号内に
タッチアクションが存在するかどうかを判定するために、タッチ閾値が決定される。
【００５９】
　図4、図5、図6、および図7を参照して、以下で、本発明のこの実施形態によって検出帯
域幅を小さくすることによって干渉を小さくした結果を説明する。
【００６０】
　図4は、タッチスクリーンが干渉信号のない環境内にあるときのタッチ信号強度の概略
図である。図5は、図4の第1の検出帯域幅を使用することによって捕捉された信号強度の
概略図である。図6は、タッチスクリーンが広帯域干渉環境内にあるときの信号の概略図
である。図7は、図6において帯域通過フィルタリングが実行された後の信号強度の概略図
である。
【００６１】
　図4および図6に示されるように、縦軸は信号強度を表し、横軸は周波数を表す。図4に
示されるように、動作周波数1においてタッチ信号1が検出され、図4の曲線aで示された第
1の検出帯域幅を使用することによってタッチ信号1がフィルタリングされた後、図5に示
される捕捉された信号強度の概略図が得られる。図5において、棒11は、図4に示されたタ
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ッチ信号に対応する捕捉された信号強度を表し、棒12は、タッチスクリーンがタッチされ
ていないときの捕捉された信号強度を表す。タッチ信号の捕捉された信号強度がタッチ閾
値判定値よりもずっと大きく、タッチが存在しないときの捕捉された信号強度がタッチ閾
値判定値よりも小さいことが、図5から分かる。
【００６２】
　図6においては、タッチ信号2が動作周波数1において検出され、動作周波数1の周波数帯
域において干渉信号3が存在し、図の曲線aが第1の検出帯域幅の帯域通過フィルタリング
の曲線を表し、曲線bが第2の検出帯域幅の帯域通過フィルタリングの曲線を表す。図7に
おいては、棒21が、タッチスクリーンがタッチされていないときの、フィルタリングが第
1の検出帯域幅を使用することによって実行された後の捕捉された信号強度を表し、棒22
が、タッチ信号2が第2の検出帯域幅を使用することによってフィルタリングされた後の捕
捉された信号強度を表し、棒23が、タッチスクリーンがタッチされていないときの、フィ
ルタリングが第2の検出帯域幅を使用することによって実行された後の捕捉された信号強
度を表す。棒21と棒23とを比較することによって、棒21の信号強度がタッチ閾値判定値よ
りも大きく、棒23の信号強度がタッチ閾値判定値未満であり、つまり、干渉信号がタッチ
信号として誤って判定されない可能性があることが分かる。以上から、受信された信号が
第2の検出帯域幅を使用することによってフィルタリングされ、それが、干渉信号の信号
強度を効果的に小さくし、タッチされていない状態にあるタッチスクリーンの干渉耐性を
改善することができることが分かる。
【００６３】
　図8および図9を参照して、以下で、周波数ホッピング中に干渉を削減した結果を説明す
る。図8は、タッチスクリーンが狭帯域干渉信号のある環境内にあるときの信号強度の概
略図である。図9は、周波数ホッピング中にフィルタによって捕捉された信号強度の概略
図である。
【００６４】
　図8に示されるように、狭帯域干渉信号4が動作周波数1において検出され、この場合、
タッチスクリーンがタッチされないとき、狭帯域干渉信号4が(曲線aに示されるように)第
1の検出帯域幅を使用することによってフィルタリングされた後、図9の棒31に示された捕
捉された信号強度が得られる。棒31の信号強度は、タッチ閾値判定値よりも大きく、その
結果、タッチスクリーンは、狭帯域干渉信号4を正常なタッチ信号として誤って判定する
。
【００６５】
　本発明のこの実施形態において提供されるタッチスクリーン干渉抑制方法によれば、干
渉信号が狭帯域干渉信号である出あることが検出されるとき、タッチスクリーンの動作周
波数が、狭帯域干渉信号4が存在しない動作周波数2に切り替えられる。この場合、タッチ
スクリーンがタッチされないとき、受信電極上の受信された信号が(曲線aに示されるよう
に)第1の検出帯域幅を使用することによってフィルタリングされた後、図9の棒33に示さ
れた捕捉された信号強度が取得され、棒33の信号強度はタッチ閾値判定値未満であり、タ
ッチされていないタッチスクリーンの干渉耐性が改善される。
【００６６】
　図9の棒32は、タッチ信号5が第1の検出帯域幅を使用することによってフィルタリング
された後の捕捉された信号強度を表し、信号強度は、タッチ閾値判定値よりもずっと大き
い。
【００６７】
　この実施形態において提供されるタッチスクリーン干渉抑制方法によれば、タッチスク
リーンがタッチされていない状態にあるとき、タッチスクリーンに干渉信号が存在するか
どうかが判定され、干渉信号が存在するとき、干渉信号が広帯域干渉信号であるかどうか
が判定され、干渉信号が広帯域干渉信号である場合、タッチサンプリング信号に対する広
帯域干渉信号の影響を削減し、タッチされていないタッチスクリーンの干渉耐性を改善す
るために、帯域通過フィルタの検出帯域幅が小さくされ、より小さな検出帯域幅を使用す



(15) JP 2017-505488 A 2017.2.16

10

20

30

40

50

ることによって捕捉される広帯域干渉信号強度は比較的小さい。加えて、この実施形態に
おいて提供されるタッチスクリーン干渉抑制方法では、タッチ閾値判定値を改善する必要
がなく、それが、タッチスクリーンのタッチ感度を保証することができ、広帯域干渉信号
を抑制することができる。
【００６８】
　本発明の実施形態においては、図10に示されるように、タッチスクリーンの受信された
信号内に干渉信号が存在するかどうかを判定するための方法が、以下のステップを含む可
能性がある。
【００６９】
　S210.タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値
未満であるかどうかを検出する。
【００７０】
　受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であることが検出されるとき、タッ
チスクリーンがタッチされていない状態にあると判定される。ステップS220において、タ
ッチスクリーンの現在の動作周波数における受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上
であるかどうかを検出する。第1の閾値は、タッチ閾値判定値未満である。
【００７１】
　受信された信号の変動振幅が第1の閾値未満であることが検出されるとき、タッチスク
リーンの受信された信号内に干渉信号が存在しないと判定され、プロセスは終了する。
【００７２】
　受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上であることが検出されるとき、ステップS23
0において、タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信電極上の受信された信号
内に干渉信号が存在すると判定する。
【００７３】
　任意選択で、タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信
号が存在することが検出されるとき、代替的に、ステップS220の方法が、タッチスクリー
ンの次の予め設定された動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在するかど
うかを検出するように使用される可能性がある。
【００７４】
　任意選択で、受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるとき、受信され
た信号は、タッチ体(touch body)がタッチスクリーンに正常にタッチするときに生成され
たタッチ信号である可能性があり、または干渉信号である可能性がある。この場合、受信
された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予
め設定された量を超えるかどうかを検出することによって、受信された信号が干渉信号で
あるかどうかが判定される。
【００７５】
　図10に示されたステップS210において、受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値
以上であることが検出されるとき、ステップS240において、受信された信号の変動振幅が
タッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超える
かどうかを検出する。予め設定された量は、特定の応用の筋書きに応じて自由に設定され
る可能性があり、たとえば、5に設定される可能性がある。
【００７６】
　タッチスクリーンの受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上である面積の量
が予め設定された量を超えるとき、ステップS250において、タッチスクリーンの現在の動
作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在すると判定する。
【００７７】
　たとえば、タッチスクリーンの受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であ
る面積の量は6であり、予め設定された量は5である。この場合、タッチスクリーンの現在
の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在すると判定され得る。
【００７８】
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　タッチスクリーンの受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上である面積の量
が予め設定された量を超えないとき、受信された信号は、タッチ信号として判定される。
【００７９】
　上述のタッチスクリーン干渉抑制方法に対応して、本発明は、タッチスクリーン干渉抑
制装置の実施形態をさらに提供する。
【００８０】
　図11に示されるように、本発明のこの実施形態において提供されるタッチスクリーン干
渉抑制装置は、干渉信号検出ユニット100および検出帯域幅調整ユニット200を含む。
【００８１】
　干渉信号検出ユニット100は、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき
、タッチスクリーンの受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどう
かを検出するように構成される。
【００８２】
　検出帯域幅調整ユニット200は、受信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存
在するとき、タッチスクリーンの帯域通過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から
第2の検出帯域幅へと小さくするように構成される。
【００８３】
　本発明の実施形態において、干渉信号検出ユニット100は、第1の干渉信号検出ユニット
、第2の干渉信号検出ユニット、および第1の判定ユニットを含む可能性がある。
【００８４】
　第1の干渉信号検出ユニットは、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあると
き、タッチスクリーンの現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信号が存在す
るかどうかを検出するように構成される。
【００８５】
　第2の干渉信号検出ユニットは、現在の動作周波数において受信された信号内に干渉信
号が存在することが検出されるとき、タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数
において受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検出するように構成される。
【００８６】
　第1の判定ユニットは、タッチスクリーンのすべての予め設定された動作周波数におい
て受信された信号内に干渉信号が存在することが検出されるとき、タッチスクリーンの受
信電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在すると判定するように構成される。
【００８７】
　本発明の別の実施形態において、干渉信号検出ユニット100は、タッチスクリーンの一
部の予め設定された動作周波数の受信された信号内に干渉信号が存在することが検出され
るとき、受信電極上の受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在するかどうかを判定する
ように構成された第2の判定ユニットをさらに含む可能性がある。
【００８８】
　任意選択で、図11に示されたタッチスクリーン干渉抑制装置は、干渉信号検出ユニット
100が受信電極上の受信された信号内に狭帯域干渉信号が存在すると検出するとき、タッ
チスクリーンの現在の動作周波数を干渉信号が存在しない予め設定された動作周波数に調
整するように構成された周波数調整ユニット300をさらに含む可能性がある。
【００８９】
　本実施形態において提供されたタッチスクリーン干渉抑制装置によれば、タッチスクリ
ーンがタッチされていない状態にあるとき、干渉信号検出ユニットが、タッチスクリーン
の現在の動作周波数において受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検
出する。広帯域干渉信号が存在することが検出されるとき、帯域通過フィルタの検出帯域
幅が、検出帯域幅調整ユニットを使用することによって、第1の検出帯域幅から第2の検出
帯域幅へと小さくされる。広帯域干渉信号は、より小さな検出帯域幅を使用することによ
ってフィルタリングされ、それが、広帯域干渉信号の捕捉された信号強度を小さくし、判
定がタッチ閾値に基づいて実行されるときの誤った判定を防止し、タッチされていない状
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態にあるタッチスクリーンの干渉耐性を改善する。加えて、タッチ閾値判定値を大きくす
る必要がなく、それが、タッチスクリーンのタッチ感度を保証することができ、広帯域抑
制信号を抑制することができる。
【００９０】
　上述の実施形態の第1の干渉信号検出ユニットは、タッチスクリーンステータス検出ユ
ニット、干渉信号検出サブユニット、および第1の判定サブユニットを含む可能性がある
。
【００９１】
　タッチスクリーンステータス検出ユニットは、タッチスクリーンの受信電極上の受信さ
れた信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するように構成される
。
【００９２】
　干渉信号検出サブユニットは、受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であ
ることが検出されるとき、タッチスクリーンの現在の動作周波数における受信された信号
の変動振幅が第1の閾値以上であるかどうかを検出するように構成される。
【００９３】
　第1の判定サブユニットは、受信された信号の変動振幅が第1の閾値以上であることが検
出されるとき、現在の動作周波数において干渉信号が存在すると判定するように構成され
る。
【００９４】
　本発明の別の実施形態において、第1の干渉信号検出ユニットは、タッチスクリーンス
テータス検出ユニット、第1の判断ユニット、および第2の判定サブユニットを含む可能性
がある。
【００９５】
　タッチスクリーンステータス検出ユニットは、タッチスクリーンの受信電極上の受信さ
れた信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するように構成される
。
【００９６】
　タッチスクリーンステータス検出ユニットが受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判
定値以上であることを検出するとき、第1の判断ユニットは、受信された信号の変動振幅
がタッチ閾値判定値以上であるタッチスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超え
るかどうかを判定するように構成される。
【００９７】
　第1の判断ユニットが受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値以上であるタッチ
スクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えると判定するとき、第2の判定サブユ
ニットは、タッチスクリーンがタッチされていない状態にあり、受信された信号内に干渉
信号が存在すると判定するように構成される。
【００９８】
　本発明の実施形態は、コンピュータ可読ストレージ媒体をさらに提供し、コンピュータ
可読ストレージ媒体は、端末内に組付けられるコンピュータ可読ストレージ媒体である可
能性があり、または独立しており、端末内に組付けられないコンピュータ可読ストレージ
媒体である可能性がある。コンピュータ可読ストレージ媒体は、動作命令を記憶し、動作
命令は、プロセッサが図2、図3、および図10に対応する実施形態によって提供された方法
のプロセスを実行することを可能にするように構成される。
【００９９】
　当業者は、本発明の実施形態のテクノロジーが必要なハードウェアに加えてソフトウェ
アによって実装される可能性があることをはっきりと理解するであろう。そのような理解
に基づいて、本発明の技術的な解決策は、基本的にソフトウェア製品の形態で実装される
可能性があり、または従来技術に寄与する部分が、ソフトウェア製品の形態で実装される
可能性がある。ソフトウェア製品は、ROM/RAM、ハードディスク、または光ディスクなど
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た方法を実行するように(パーソナルコンピュータ、サーバ、またはネットワークデバイ
スである可能性がある)コンピュータデバイスに命ずるためのいくつかの命令を含む。
【０１００】
　本明細書の実施形態はすべて漸進的に説明されており、実施形態の同じまたは同様の部
分に関しては、これらの実施形態が参照可能であり、各実施形態はその他の実施形態との
違いに焦点を当てる。特に、システムの実施形態は、基本的に、方法の実施形態と同様で
あり、したがって、簡潔に説明されており、関連する部分に関しては、方法の実施形態の
部分的な説明が参照され得る。
【０１０１】
　上述の説明は、本発明の実装方法あるが、本発明の保護範囲を限定するように意図され
ていない。本発明の趣旨および原理から逸脱することなくなされたあらゆる修正、均等な
置き換え、および改善は、本発明の保護範囲内に入る。
【符号の説明】
【０１０２】
　　1　タッチスクリーン
　　2　パルス生成回路
　　3　増幅器
　　4　A/Dコンバータ
　　5　プロセッサ
　　11　駆動電極
　　12　受信電極
　　100　干渉信号検出ユニット
　　200　検出帯域幅調整ユニット
　　300　周波数調整ユニット
【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(20) JP 2017-505488 A 2017.2.16

【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月2日(2016.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーン干渉抑制方法であって、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリーンの受信
電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出するステップと、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通
過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするステップ
とを含む、方法。
【請求項２】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するかどうかを
検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの現在の動作周波数において前記受信された信号内に干渉信号が存在するかどうかを検
出するステップと、
　前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在することが
検出されるとき、前記タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において前記受
信された信号内に前記干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記タッチスクリーンのす
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べての予め設定された動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在す
ることが検出されるとき、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号
内に前記広帯域干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記タッチスクリーンの一部の予め設定された動作周波数において前記受信された信号
内に前記干渉信号が存在することが検出されるとき、前記受信電極上の前記受信された信
号内に狭帯域干渉信号が存在すると判定するステップと、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数を前記干渉信号が存在しない予め設定さ
れた動作周波数に調整するステップとをさらに含む請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在するかど
うかを検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号の変動振幅がタッチ閾値
判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値未満であることが検出され
るとき、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあると判定するステップ
と、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数における前記受信電極上の前記受信され
た信号の前記変動振幅が第1の閾値以上であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記第1の閾値以上であることが検出されるとき
、前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数において前記受信電極上の前記受信され
た信号内に前記干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリー
ンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在するかど
うかを検出する前記ステップが、
　前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数における前記受信電極上の前記受信され
た信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上であることが検出され
るとき、前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッ
チスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えるかどうかを判定するステップと、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッチスク
リーン上の面積の前記量が前記予め設定された量を超えるとき、前記受信された信号内に
前記干渉信号が存在すると判定するステップとを含む請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　タッチスクリーンと、パルス生成回路と、増幅器と、アナログデジタルコンバータと、
プロセッサとを含む端末デバイスであって、前記パルス生成回路の出力端が、前記タッチ
スクリーンの駆動電極に接続され、前記増幅器の入力端が、前記タッチスクリーンの受信
電極に接続され、前記アナログデジタルコンバータの入力端が、前記増幅器の出力端に接
続され、前記アナログデジタルコンバータの出力端が、前記プロセッサに接続され、
　前記パルス生成回路が、前記タッチスクリーンが動作するために必要とされるパルス信
号を生成し、前記タッチスクリーンの前記駆動電極を使用することによって前記パルス信
号を送出するように構成され、
　前記タッチスクリーンの前記受信電極が、受信された信号を受信するように構成され、
前記受信された信号が、前記パルス信号を含み、
　前記増幅器が、前記受信された信号を増幅するように構成され、
　前記アナログデジタルコンバータが、前記受信された信号に対してアナログデジタル変
換を実行するように構成され、
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記
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受信電極上の前記受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記
受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通過フィ
ルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくするように構成され
る、端末デバイス。
【請求項７】
　前記パルス生成回路、前記増幅器、前記アナログデジタルコンバータ、および前記プロ
セッサが、1つのチップに統合される請求項6に記載の端末デバイス。
【請求項８】
　前記プロセッサが、CPUまたはコントローラである請求項6または7に記載の端末デバイ
ス。
【請求項９】
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出
するように構成されることが、
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記タッチスクリーンの現在の動作周波数において前記受信された信号内に干渉信号が存
在するかどうかを検出し、
　前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在することが
検出されるとき、前記タッチスクリーンの次の予め設定された動作周波数において前記受
信された信号内に前記干渉信号が存在するかどうかを検出し、前記タッチスクリーンのす
べての予め設定された動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉信号が存在す
ることが検出されるとき、前記タッチスクリーンの前記受信電極上の前記受信された信号
内に前記広帯域干渉信号が存在すると判定するように構成されることを含む請求項6に記
載の端末デバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数において前記受信された信号内に前記干渉
信号が存在するかどうかを検出するように構成されることが、
　前記プロセッサが、前記タッチスクリーンが前記タッチされていない状態にあるとき、
前記タッチスクリーンの前記現在の動作周波数において、前記タッチスクリーンの前記受
信電極上の前記受信された信号の変動振幅がタッチ閾値判定値未満であるかどうかを検出
し、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上であることが検出され
るとき、前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッ
チスクリーン上の面積の量が予め設定された量を超えるかどうかを判定し、
　前記受信された信号の前記変動振幅が前記タッチ閾値判定値以上である前記タッチスク
リーン上の面積の前記量が前記予め設定された量を超えるとき、前記受信された信号内に
前記干渉信号が存在すると判定するように構成されることを含む請求項9に記載の端末デ
バイス。
【請求項１１】
　タッチスクリーンを有するモバイル電話、またはタブレットである請求項6から10のい
ずれか一項に記載の端末デバイス。
【請求項１２】
　プロセッサによって実行され得るプログラムコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒
体であって、前記プログラムコードが、前記プロセッサが以下の動作を実行すること、つ
まり、
　タッチスクリーンがタッチされていない状態にあるとき、前記タッチスクリーンの受信
電極上の受信された信号内に広帯域干渉信号が存在するかどうかを検出し、
　前記受信電極上の前記受信された信号内に前記広帯域干渉信号が存在するとき、帯域通
過フィルタの検出帯域幅を第1の検出帯域幅から第2の検出帯域幅へと小さくすることを可
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能にする、コンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　上述の説明は、本発明の実装方法あるが、本発明の保護範囲を限定するように意図され
ていない。本発明の原理から逸脱することなくなされたあらゆる修正、均等な置き換え、
および改善は、本発明の保護範囲内に入る。
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